
平成２６年 １２月定例議会号 

 審
議

し
た

議
案

 

議会だより 101号        ２ 

 

 第４回定例会が１２月１６日から１８日の間

で開催され、一般会計と４特別会計の補正予算

のほか議案等審議を行い、６件を付託審査とし

たほか、原案のとおり可決しました。 

□
平
成
26
年
度
一
般
会
計
補
正 

 

予
算
（
第
７
号
） 

 

４
４
５
２
万
円
が
追
加
さ
れ
、

予
算
の
総
額
が
56
億
１
６
６
２
万 

円
に
な
り
ま
し
た
。 

【
主
な
歳
入
】 

・
普
通
交
付
税 

２
０
８
８
万
円 

・
医
療
施
設
等
施
設
整
備
費
（
へ 

 

き
地
診
療
所
）
補
助
金 

 

２
８
３
５
万
円 

・
社
会
保
障
・
税
番
号
制
度
シ
ス 

 

テ
ム
整
備
費
補
助
金 ３

９
０
万
円 

・
へ
き
地
診
療
所
整
備
事
業
費
補 

 

助
金 

 
 

▲
２
９
２
３
万
円 

・
財
政
調
整
基
金
繰
入
金 

▲
６
０
０
０
万
円 

・
減
債
基
金
繰
入
金 

▲
２
０
０
０
万
円 

・
前
年
度
繰
越
金 

９
９
０
５
万
円 

【
主
な
歳
出
】 

・
高
齢
者
等
石
油
製
品
価
格
高
騰 

 

対
策
扶
助
費 

 
５
０
０
万
円 

・
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
配
管
改
修 

 

工
事 

 
 

 
 

４
２
８
万
円 

・
後
期
高
齢
者
医
療
療
養
給
付
費 

 

負
担
金 

 
 

 

６
５
８
万
円 

・
多
面
的
機
能
支
払
交
付
金
事
業 

 

負
担
金 

 
 

１
５
２
５
万
円 

・
産
地
水
産
業
強
化
支
援
事
業
費 

 

補
助
金 

 
 

 

４
２
０
万
円 

・
商
工
業
活
性
化
事
業
補
助
金 

 
 

３
２
５
万
円 

農
用
地
や
水
路
等
の
保
全
活
動
の
た
め
の

農
用
地
や
水
路
等
の
保
全
活
動
の
た
め
の

農
用
地
や
水
路
等
の
保
全
活
動
の
た
め
の

   

「
多
面
的
機
能
支
払
交
付
金
事
業
」
に

「
多
面
的
機
能
支
払
交
付
金
事
業
」
に

「
多
面
的
機
能
支
払
交
付
金
事
業
」
に

   

３
年
連
続
の
福
祉
灯
油
に 

 

５
０
０
万
円
を
予
算
計
上
！ 

 

 

 

 

・審議した議案① 

□
平
成
26
年
度
簡
易
水
道
特
別 

 

会
計
補
正
予
算
（
第
３
号
） 

 
１
０
０
万
円
が
追
加
さ
れ
、
予

算
の
総
額
が
２
億
８
１
６
２
万
円 

に
な
り
ま
し
た
。 

【
主
な
歳
入
】 

・
前
年
度
繰
越
金 

１
０
０
万
円 

【
主
な
歳
出
】 

・
修
繕
料 

 
 

 

１
０
０
万
円 

 

□
平
成
26
年
度
国
民
健
康
保
険 

 

特
別
会
計
補
正
予
算 

（
第
３
号
） 

 

１
３
４
２
万
円
が
追
加
さ
れ
、

予
算
の
総
額
が
８
億
９
９
２
１
万 

円
に
な
り
ま
し
た
。 

【
主
な
歳
入
】 

・
療
養
給
付
費
等
交
付
金
現
年
度 

 

分 
 

 
 

 
 

２
５
７
万
円 

・
そ
の
他
繰
越
金 

１
０
９
４
万
円 

【
主
な
歳
出
】 

・
退
職
被
保
険
者
等
高
額
療
養
費 

 

負
担
金 

 
 

 

１
０
３
万
円 

・
国
庫
負
担
金
等
返
還
金 

１
１
８
３
万
円 

建設中の佐呂間漁協排水処理施設 



平成２６年 １２月定例議会号 

３        議会だより 101号 

□
重
度
心
身
障
害
者
及
び
ひ
と 

 

り
親
家
庭
等
の
医
療
費
の
助 

 

成
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を 

 

改
正
す
る
条
例
制
定
に
つ
い
て 

 

 

 

 

・審議した議案② 

□
平
成
26
年
度
公
共
下
水
道
特 

 

別
会
計
補
正
予
算 （

第
３
号
） 

 

１
３
６
万
円
が
追
加
さ
れ
、
予

算
の
総
額
が
２
億
４
７
２
４
万
円 

に
な
り
ま
し
た
。 

【
主
な
歳
入
】 

・
前
年
度
繰
越
金 

１
３
６
万
円 

【
主
な
歳
出
】 

・
特
環
下
水
道
整
備
事
業
業
務
委 

 

託
料 

 
 

 
 

１
３
６
万
円 

 
□
平
成
26
年
度
介
護
保
険
特
別 

 

会
計
補
正
予
算
（
第
２
号
） 

 

２
７
６
万
円
が
追
加
さ
れ
、
予

算
の
総
額
が
５
億
３
３
９
３
万
円 

に
な
り
ま
し
た
。 

【
主
な
歳
入
】 

・
前
年
度
繰
越
金 

２
７
６
万
円 

【
主
な
歳
出
】 

・
居
宅
介
護
住
宅
改
修
費 

１
５
９
万
円 

 

次
代
の
社
会
を
担
う
子
供
の
健

全
な
育
成
を
図
る
た
め
、
次
世
代

育
成
支
援
対
策
推
進
法
の
一
部
を

改
正
す
る
法
律
が
公
布
さ
れ
た
こ

と
に
伴
い
、
引
用
条
文
を
変
更
す

る
た
め
条
例
の
一
部
改
正
を
行
い 

ま
し
た
。 

 

□
佐
呂
間
町
国
民
健
康
保
険
条 

 

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例 

 

制
定
に
つ
い
て 

 

出
産
育
児
一
時
金
の
支
給
額
を

１
万
４
０
０
０
円
引
き
上
げ
、
現

行
の
39
万
円
か
ら
40
万
４
０
０

０
円
と
す
る
条
例
の
一
部
改
正
を 

行
い
ま
し
た
。 

 

な
お
、
こ
の
条
例
は
平
成
27
年

１
月
１
日
以
降
の
出
産
か
ら
適
用 

さ
れ
ま
す
。 

 

□
佐
呂
間
町
特
定
教
育
・
保
育 

 
施
設
及
び
特
定
地
域
型
保
育 

 
事
業
の
運
営
に
関
す
る
基
準 

 

を
定
め
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て 

 

平
成
27
年
４
月
か
ら
実
施
予
定

の
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
新
制
度

に
伴
い
、
町
か
ら
の
給
付
費
を
受

け
よ
う
と
す
る
保
育
所
等
の
運
営

内
容
の
確
認
を
行
う
た
め
、
運
営

に
関
す
る
基
準
を
定
め
る
条
例
案

が
提
案
さ
れ
ま
し
た
が
、
総
務
福

祉
常
任
委
員
会
に
付
託
さ
れ
、
議

会
閉
会
中
の
継
続
審
査
と
な
り
ま 

し
た
。 

□
佐
呂
間
町
家
庭
的
保
育
事
業 

 

等
の
設
備
及
び
運
営
に
関
す 

 

る
基
準
を
定
め
る
条
例
の
制 

 

定
に
つ
い
て 

   

平
成
27
年
４
月
か
ら
実
施
予
定

の
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
新
制
度

に
伴
い
、
乳
幼
児
の
保
育
を
行
う

事
業
所
な
ど
の
認
可
を
市
町
村
が

行
う
こ
と
と
な
る
た
め
新
規
条
例

案
が
提
案
さ
れ
ま
し
た
が
、
総
務

福
祉
常
任
委
員
会
に
付
託
さ
れ
、

議
会
閉
会
中
の
継
続
審
査
と
な
り 

ま
し
た
。 

 

□
佐
呂
間
町
放
課
後
児
童
健
全 

 

育
成
事
業
の
設
備
及
び
運
営 

 

に
関
す
る
基
準
を
定
め
る
条 

 

例
の
制
定
に
つ
い
て 

   

平
成
27
年
４
月
か
ら
実
施
予
定

の
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
新
制
度

に
伴
い
、
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
の

認
可
を
市
町
村
が
行
う
こ
と
と
な

る
た
め
新
規
条
例
案
が
提
案
さ
れ

ま
し
た
が
、
総
務
福
祉
常
任
委
員

会
に
付
託
さ
れ
、
議
会
閉
会
中
の 

継
続
審
査
と
な
り
ま
し
た
。 

□
佐
呂
間
町
指
定
介
護
予
防
支 

 

援
等
の
事
業
の
人
員
及
び
運 

 

営
並
び
に
指
定
介
護
予
防
支 

 

援
等
に
係
る
介
護
予
防
の
た 

 

め
の
効
果
的
な
支
援
の
方
法 

 

に
関
す
る
基
準
等
を
定
め
る 

 

条
例
の
制
定
に
つ
い
て 

□
佐
呂
間
町
地
域
包
括
支
援
セ 

 

ン
タ
ー
の
包
括
的
支
援
事
業 

 

を
実
施
す
る
た
め
に
必
要
な 

 

も
の
に
関
す
る
基
準
を
定
め 

 

る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て 

 

地
方
分
権
一
拢
法
の
施
行
に
伴

う
介
護
保
険
法
の
改
正
に
よ
り
、

厚
生
労
働
省
令
で
定
め
ら
れ
て
い

た
基
準
を
市
町
村
の
条
例
で
定
め

る
こ
と
と
な
っ
た
た
め
、
新
規
条

例
案
２
件
が
提
案
さ
れ
ま
し
た

が
、
総
務
福
祉
常
任
委
員
会
に
付

託
さ
れ
、
議
会
閉
会
中
の
継
続
審 

査
と
な
り
ま
し
た
。 

 

□
佐
呂
間
町
立
佐
呂
間
保
育
所 

 

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条 

 

例
制
定
に
つ
い
て 

 

平
成
27
年
４
月
か
ら
実
施
予
定

の
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
新
制
度

に
伴
い
、
保
育
の
必
要
性
の
認
定

が
必
要
と
な
る
た
め
条
例
の
一
部

改
正
案
が
提
案
さ
れ
ま
し
た
が
、

総
務
福
祉
常
任
委
員
会
に
付
託
さ

れ
、
議
会
閉
会
中
の
継
続
審
査
と 

な
り
ま
し
た
。 

「
特
定
教
育
・
保
育
施
設
、
特 

定
地
域
型
保
育
事
業
」 

 
特
定
教
育
・
保
育
施
設
と
は

幼
稚
園
と
保
育
所
の
い
い
と
こ

ろ
を
ひ
と
つ
に
し
た
認
定
こ
ど

も
園
、
幼
稚
園
、
保
育
所
の
こ

と
を
言
い
、
佐
呂
間
町
で
は
常

設
の
佐
呂
間
保
育
所
が
該
当
し 

ま
す
。 

 

特
定
地
域
型
保
育
事
業
と
は

①

家

庭
的

保
育

（

５
人

以

下
）
、
②
小
規
模
保
育
（
６
～

19
人
）
、
③
事
業
所
内
保
育

（
会
社
の
保
育
施
設
で
地
域
の

子
供
も
保
育
）
、
④
居
宅
訪
問

型
保
育
（
個
別
の
ケ
ア
が
必
要

な
場
合
な
ど
に
保
護
者
宅
で
１

対
１
で
保
育
）
を
言
い
ま
す
。 



平成２６年 １２月定例議会号 

□
漁
業
用
燃
油
に
か
か
る
軽
油 

 

引
取
税
免
税
措
置
の
堅
持
に 

 

関
す
る
意
見
書
の
提
出
に
つ
い
て 

 

本
道
の
漁
業
を
取
り
巻
く
環
境

は
、
燃
油
や
賅
材
価
格
の
高
騰
な

ど
に
よ
り
厳
し
い
経
営
状
況
に
あ 

り
ま
す
。 

 

こ
う
し
た
中
、
漁
業
用
の
軽
油

に
つ
い
て
は
、
特
例
と
し
て
平
成

27
年
３
月
ま
で
軽
油
引
取
税
の
免

税
措
置
が
延
長
さ
れ
て
い
ま
す

が
、
経
営
コ
ス
ト
に
占
め
る
割
合

が
き
わ
め
て
大
き
い
燃
油
の
免
税

措
置
が
廃
止
さ
れ
れ
ば
、
漁
業
経

営
に
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
す
こ
と

 

 

 

 

・審議した議案③ 

議会だより 101号        ４ 

か
ら
免
税
措
置
の
堅
持
を
求
め
る

意
見
書
が
可
決
さ
れ
、
関
係
大
臣 

宛
提
出
さ
れ
ま
し
た
。 

 

□
平
成
27
年
度
畜
産
物
価
格
決 

 

定
等
に
関
す
る
要
望
意
見
書 

 

の
提
出
に
つ
い
て 

 

本
道
の
酪
農
・
畜
産
は
、
生
産

コ
ス
ト
の
上
昇
に
よ
り
、
経
営
の

厳
し
さ
が
増
し
て
い
る
と
と
も

に
、
日
豪
Ｅ
Ｐ
Ａ
協
定
発
効
や
Ｔ

Ｐ
Ｐ
交
渉
の
合
意
に
向
け
た
動
き

な
ど
の
先
行
き
丌
安
か
ら
農
家
戸

数
の
減
尐
が
続
い
て
お
り
、
国
は

「
農
林
水
産
業
・
地
域
の
活
力
創

造
プ
ラ
ン
」
を
踏
ま
え
た
新
た
な

酪
農
・
肉
用
牛
近
代
化
基
本
方
針

な
ど
の
策
定
に
向
け
検
討
を
進
め 

て
い
ま
す
。 

 

こ
う
し
た
中
、
酪
農
・
畜
産
の

持
続
可
能
な
発
展
を
図
る
た
め
、

現
在
の
諸
課
題
に
対
処
し
た
意
欲

の
持
て
る
畜
産
物
価
格
等
の
決
定

及
び
酪
農
・
畜
産
政
策
の
推
進
を

求
め
る
意
見
書
が
可
決
さ
れ
、
関 

係
大
臣
宛
提
出
さ
れ
ま
し
た
。 

□
安
全
・
安
心
の
医
療
・
介
護 

 

の
実
現
、
医
療
・
介
護
従
事 

 

者
の
大
幅
増
員
と
処
遇
改
善 

 

を
求
め
る
意
見
書
の
提
出
に 

 

つ
い
て 

 

平
成
26
年
に
成
立
し
た
医
療
介

護
総
合
法
は
、
地
域
に
お
け
る
効

率
的
か
つ
効
果
的
な
医
療
提
供
体

制
の
確
保
や
地
域
包
拢
ケ
ア
シ
ス

テ
ム
の
構
築
と
費
用
負
担
の
公
平

化
な
ど
を
掲
げ
て
い
る
が
、
国
の

公
的
責
任
を
地
方
自
治
体
と
住
民

に
転
嫁
す
る
も
の
で
あ
り
、
厳
し

い
自
治
体
財
政
と
医
療
・
介
護
従

事
者
の
人
材
確
保
が
困
難
の
中

で
、
地
域
の
医
療
と
介
護
を
崩
壊

さ
せ
か
ね
な
い
も
の
で
す
。
ま

た
、
医
療
・
介
護
の
現
場
は
、
賃

金
や
労
働
条
件
の
厳
し
さ
か
ら
深

刻
な
人
員
丌
足
に
も
な
っ
て
い
ま 

す
。 

 

こ
う
し
た
こ
と
か
ら
、
医
療
・

介
護
の
崩
壊
を
く
い
止
め
、
安

全
・
安
心
な
医
療
・
介
護
を
提
供

す
る
た
め
、
自
治
体
、
住
民
に
負

担
を
か
け
な
い
対
策
を
国
の
責
任

に
お
い
て
講
じ
る
と
と
も
に
、
医

療
・
介
護
従
事
者
の
増
員
、
さ
ら

に
利
用
者
の
自
己
負
担
の
軽
減
を

図
る
た
め
診
療
報
酬
・
介
護
報
酬

の
改
善
を
求
め
る
意
見
書
が
可
決

さ
れ
、
関
係
大
臣
宛
提
出
さ
れ
ま 

し
た
。 

□
道
外
行
政
調
査
報
告 

 

道
外
行
政
調
査
に
つ
い
て
、
報

告
が
な
さ
れ
ま
し
た
。 

(

報
告
要
旨
は
10
～
14
頁
に
掲
載) 

 □
佐
呂
間
町
選
挙
管
理
委
員
及 

 

び
同
補
充
員
の
選
挙
に
つ
い
て 

   

選
挙
管
理
委
員
及
び
同
補
充
員

の
任
期
満
了
に
伴
う
選
挙
の
結

果
、
次
の
方
が
当
選
さ
れ
ま
し 

た
。 

◎
委   

員 

・
仁 

 

倉 

内 

藤 

学 

峰 

氏 

・
永

代

町 

榎 

本     

彰 

氏 

・
浜
佐
呂
間 

藤 

原 

一 

成 

氏 

・
共 

 

立 

八 

矢 

憲 

一 

氏 

◎
補 

充 

員
（
順
位
） 

①
永

代

町 

佐
々
木 

益
弘  

氏 

②
若 

 

佐 

宇
佐
美 

照
子  

氏 

③
浜
佐
呂
間 

村 

岡 
  

忠 

氏 

④
若 

 

佐 

月 

居 

顕 

示 

氏 

漁場へと向かう漁船 
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・町長行政報告 

 

町長より行政報告がなされました。 

（内容は要約して掲載しています。） 

□
林
業
に
つ
い
て 

 

町
有
林
に
つ
い
て
は
、
造
林
事

業
や
下
刈
り
事
業
な
ど
53
箇
所
を

実
施
し
て
お
り
、
現
在
行
っ
て
い

る
１
箇
所
の
素
材
生
産
事
業
を
も

ち
ま
し
て
全
て
の
事
業
が
終
了
す 

る
予
定
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。 

 

民
有
林
は
、
森
林
組
合
に
お
い

て
補
助
制
度
を
活
用
し
な
が
ら
、

造
林
事
業
や
下
刈
り
事
業
な
ど
２

４
８
箇
所
の
事
業
が
行
わ
れ
て
お 

り
ま
す
。 

 

□
商
工
業
に
つ
い
て 

 
「
プ
レ
ミ
ア
ム
付
き
ふ
る
さ
と

商
品
券
」
が
、
夏
・
冬
の
販
売
と

□
農
業
情
勢
に
つ
い
て 

 

農
産
物
全
体
と
し
て
は
、
農
協

の
平
成
26
年
度
農
産
販
売
計
画

14
億
９
６
０
０
万
円
に
対
し
、
実

績
で
は
５
％
減
の
14
億
１
８
０
０

万
円
程
度
を
見
込
ん
で
い
る
と
の 

こ
と
で
す
。 

 

畜
産
関
係
で
は
、
生
乳
生
産
の

計
画
数
量
４
万
５
１
０
０
ト
ン
を

確
保
で
き
る
見
込
で
あ
り
、
酪
農

畜
産
の
販
売
額
で
は
、
計
画
63
億

６
０
０
０
万
円
に
対
し
、
乳
価
の

引
き
上
げ
や
畜
産
物
の
個
体
販
売

価
格
が
堅
調
に
推
移
し
た
こ
と
か

ら
、
実
績
で
は
７
％
増
の
68
億
円

程
度
と
な
る
見
込
み
で
あ
り
、
今

後
も
生
乳
生
産
の
増
産
に
大
い
に 

期
待
す
る
と
こ
ろ
で
す
。 

 

農
業
販
売
額
全
体
で
は
、
計
画

78
億
６
０
０
０
万
円
に
対
し
実
績

で
は
４
．
５
％
増
の
82
億
１
８
０

０
万
円
と
な
る
見
込
で
あ
る
と
の

報
告
を
受
け
て
お
り
、
農
業
全
体

と
し
て
は
「
恵
み
の
年
」
と
な
っ 

た
も
の
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。 

 

□
漁
業
に
つ
い
て 

 

外
海
ホ
タ
テ
漁
業
は
、
８
％
の

減
尐
で
推
移
し
て
お
り
、
価
格
は

計
画
に
対
し
て
１
３
３
％
の
実
績

に
な
っ
て
い
る
と
の
こ
と
で
す
。 

 

養
殖
ホ
タ
テ
漁
業
に
つ
い
て

は
、
１
７
０
０
ト
ン
、
キ
ロ
単
価

１
９
０
円
の
計
画
で
し
た
が
、
１

６
３
０
ト
ン
、
キ
ロ
単
価
は
３
０

０
円
と
高
額
で
推
移
し
て
い
る
と 

の
報
告
を
受
け
て
お
り
ま
す
。 

 

サ
ケ
定
置
網
漁
業
は
、
漁
獲
量

で
は
１
１
２
９
ト
ン
と
前
年
対
比

99
％
、
漁
獲
金
額
で
は
４
億
８
０

０
０
万
円
、
対
前
年
比
１
０
６
％

の
水
揚
げ
で
11
月
末
に
終
了
し
て 

お
り
ま
す
。 

 

こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
、
佐
呂

間
漁
業
協
同
組
合
の
本
年
の
総
水

揚
げ
額
は
、
計
画
対
比
１
２
８
％

の
30
億
円
余
り
が
見
込
ま
れ
る
と 

の
こ
と
で
あ
り
ま
す
。 

計画量を確保できる見込みの生乳生産 

１月に開業した調剤薬局 

価格が好調な外海ホタテ漁業 

も
に
完
売
し
て
お
り
ま
す
。
商
工

業
活
性
化
補
助
金
に
つ
い
て
は
６

件
の
利
用
、
住
宅
建
設
事
業
補
助

金
に
つ
い
て
は
新
築
２
件
、
増
改

築
23
件
の
利
用
、
ト
ー
ヨ
ー
タ
イ

ヤ
販
売
促
進
事
業
に
つ
き
ま
し
て

は
２
９
９
本
の
販
売
と
な
っ
て
お 

り
ま
す
。 

 

□
公
共
事
業
の
執
行
状
況
に
つ 

 

い
て 

 

事
業
件
数
67
件
、
事
業
費
の
総

額
15
億
１
８
０
０
万
円
の
全
て
の

事
業
を
発
注
い
た
し
ま
し
た
。
現

在
ま
で
に
多
く
の
事
業
が
順
調
に 

完
了
を
向
か
え
て
お
り
ま
す
。 

 

道
営
土
地
改
良
事
業
の
執
行
状

況
に
つ
き
ま
し
て
は
、
本
年
度
は

調
査
設
計
の
み
の
事
業
と
な
っ
て 

い
ま
す
。 


